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健やか親子２１（第２次）   
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妊娠期 
 

• 母子健康手帳の交付 

   届出の時期で満１１週未満は９２．１％ 

   満２２週以降の届出１．３％のリスクは？ 

 

    （平成２６年度三鷹市の保健衛生より） 
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妊婦・新生児等訪問 

• 妊婦訪問指導     ５件 

• 新生児訪問指導   ６７．２％ 

希望した者を対象に必要な指導を行う 

 （乳児家庭全戸訪問は別途あり） 

 
 （平成２６年度三鷹市の保健衛生より） 
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特定妊婦ー関係機関との連携 

産婦人科 

特定妊婦の
情報提供 

保健センター 

健診・予防接
種の紹介 

子ども家庭
支援センター 

保育園 

小児科 

乳幼児健診 

予防接種 

日常疾患 

システムの構築 

精神科 
特定妊婦の情報提供 

＜東京都の場合＞ 
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乳幼児健康診査 
 

• １か月児健診 
• ３～４カ月児健康診査   ９７．１％ 
• ６～７カ月児健康診査   ８８．５％ 
• ９～１０カ月児健康診査  ８９．５％ 
• １歳６カ月児健康診査   ８９．３％ 
• ３歳児健康診査       ９８．２％ 
• ５歳児健診 

 
乳幼児健診の回数に地域格差がある 
転入・転出しているため同じ集団とは言えない 
 
                 （平成２６年度三鷹市の保健衛生より） 
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6.7ヵ月健診 9.10ヵ月健診 1歳6ヵ月健診 

①  27 
② 2 

③ 0 

④ 4 
いいえ 

 103 

①30 
② 2 

③ 0 

④ 3 

いいえ 

142 

① 53 

② 2 

③ 2 

④ 2 

いいえ 

79 

①子どもの問題  ②親の問題  ③親子両方の問題  ④環境の問題など 

「育てにくいと思っていますか？」 
         

 （平成２６年４月～８月 あきやま子どもクリニック） 
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【①子どもの問題  ②親の問題  ③親子両方の問題  ④環境の問題など】 

6.7ヵ月健診 9.10ヵ月健診 1歳６ヵ月健診 

①・よく泣く 
  ・夜泣き 
  ・人見知り 
 
②・体の疲れ 
 
③  － 
 
④・兄が大変 
  ・この子が生まれてから 
   姉が落ち着かなくなった 
  ・兄の方に手がかかる 
  ・兄がマイペース 

①・離乳食を食べない 
  ・食べむら 
  ・夜寝ない 
  
②・奇声をあげる 
  ・産後うつ 
 
③ － 
 
④・姉が面倒を見てくれない 
  ・兄がグレーASD 
  ・姉が大変 
 

①・偏食 
  ・かんしゃく 
  ・落ち着きがない 
  ・噛む、叩く 
 
②・イライラ、怒る 
  ・自宅で仕事をしている 
   ことでの子どもへの影響 
 
③・意思疎通が心配 
  ・噛む、叩く 
 
④・入院が長かったので 
   室内がダメ 
  ・姉が赤ちゃんがえり 

 （平成２６年４月～８月 あきやま子どもクリニック） 
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指標名：「育てにくさ」を感じる親への支援体制が整備されている市町村の割合（新） 
   市町村の「育てにくさ」を感じる親への支援体制の整備を支援している県型保健所の割合（新） 

育てにくさに寄り添う母子保健のあり方検討ワーキンググループ報告 

岡明（東京大学）、小枝達也（鳥取大学）、秋山千枝子（秋山子どもクリ
ニック）、安梅勅江（筑波大学）、水主川純（聖マリアンナ医科大学） 

妊娠期から乳幼児・学童期へとつながる支援 「育てにくさ」の相談場所 
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2010年 2011年 2012年 2013年 

歯科医師 165 111 149 158

医師 155 94 129 86
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一次医療機関対象 地域における虐待対応力向上研修/東京都 
     児童虐待防止研修会 １年間１０か所の参加人数 
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・ひろば事業 
・相談事業 
・子育てグループ育成 
・乳児家庭全戸訪問事業 

“すくすくひろば” 
子ども家庭支援センター 

・周産期センター 
・医療ソーシャルワーカー 
・虐待防止委員会 
（・虐待防止勉強会）   

   杏林大学病院  

・相談(教育・就学） 
・学校への専門職の派遣 
・教育支援関係研修会 

 
・療育相談 
・精神保健 
・電話相談 
・家庭訪問 

保健所 

・通園（くるみ幼児園） 
・相談 （療育相談 ・医療相談 
      歯科相談・ことばの相談） 
・外来訓練 
  （専門療育訓練、親子グループ） 
・巡回発達相談 
  （市内幼稚園・保育所等対象） 

 
 
公・私立保育園 
・障がい児保育 
・地域への開放・行事 
 への招待 
・保育相談 
 

保育所   

民生・児童委員 
主任児童委員 

母子生活支援施設 

子どもの虐待防止センター 

住民協議会 
コミュニティ・センター 

町会・自治会 

社会福祉協議会 

ボランティア・センター 

児童館 
親子ひろば 

私立幼稚園 

小中学校 

特別支援学校 

学童保育所 
地域子どもクラブ 

無認可・認証保育所 
家庭福祉員 

要保護児童対策地域協議会 
（三鷹市子ども家庭支援ネットワーク） 

図書館 

助産師会 

生活福祉課 

子ども相談室 

ファミリー･サポート・ 
センター 

 

℡ ０４２２－４０－５９２５ 
 
・相談事業 （電話、面接、家庭訪問、 
         巡回指導・ｹｰｽﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ） 
・子ども家庭支援ネットワーク 
・ひろば事業 
・子育てサービス調整・提供 
（緊急一時保育・ショートステイ・一時保育 
 トワイライトステイ・育児支援ヘルパー） 

社会教育会館 

警察 

企画経営課 
（女性のこころの相談室） 

北野ハピネスセンター 

 
 
・健康診査（各乳幼児健診・経過 
       観察健診・発達健診） 
・健康相談（保健・栄養・歯科・ 
        電話） 
・健康講座（発達講座、各種学級） 
・グループ事業（母親、経過観察児） 
・子育て相談（心理相談） 
・精神保健 
・家庭訪問 

 総合保健センター  
（健康推進課） 児童養護施設 

医療機関 
 かかりつけ医 
 専門病院 

医師会 

＜三鷹市子ども家庭支援ネットワーク図＞ 
  要保護児童対策地域協議会の構成メンバーを中心に、 

公私さまざまな団体によって支援の体制が作られています。 

※オレンジ色は運営委員会の構成機関になります。 

 
 
・児童青少年の 
 健全育成 
・児童館、学童関係 
  
 

子育てグループ 
民間・ＮＰＯ等 

  H26.4.15改定 

歯科医師会 

 
 
・保育所関係 
・私立幼稚園関係 
 
 

地域福祉課 

 子ども育成課 

 児童青少年課 ・ 
 
 
・子ども関係医療費助成 
・子ども関係手当支給 
・ひとり親、母子家庭支援 
 
 

  子育て支援課 

教育委員会（学務課・指導課） 

 総合教育相談室 

“のびのびひろば” 
子ども家庭支援センター 

 
・０～１８才までの各種相談 
（虐待・非行・障がい・養育困難） 
・一時保護、施設入所 
・里親（養育家庭・特別養子縁組） 
 制度の相談、登録、支援 
・愛の手帳判定 
・心理検査 

    児童相談所 
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１、保健による 
  産婦人科・小児科・精神科の連携 

• 特定妊婦の把握（母子手帳の交付） 
• 妊婦健診 
• プレネイタル、ペリネイタルビジット事業* 
• 出生届 
• 乳幼児健診 
 
地域差をなくすこと 
途切れることのないシステムの構築（フィンランドのネウボラ） 
健診の標準化 
 
*（「プレネイタル」は「お産の前」を意味し 、「ペリネイタル」は産前と産後早期も含めて「出生前後」、または

「周産期」 
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２、子育てにおける保護者の義務と啓発 

• 保護者の義務 
    
   妊娠届、妊婦健診、出生届、乳幼児健診、教育 
 
• 関係機関の義務 
 （行政、医療機関、子育て機関（保育園・幼稚園）、学校） 

      
     情報管理（広域的に管理） 
     地域資源の提供（地域への属性） 
     組織の義務（保健、園や学校の役割） 
     医療機関の義務 
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３、「望まない妊娠」から 
         「望まれる妊娠」へ 

• 母子を守る妊娠 

• 母子関係を豊かにする妊娠 

 

思春期より啓発 
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我が国は子どもを「人格を有する権利主体」と認め、かつ、 
 子育てを「次世代育成のための社会全体の問題」ととらえる意識が希薄 

成育過程にある者への保健・医療・福祉に係る支援は縦割りで連続性がなく、有機的連携が取れていない 

＜＜成育基本法（理念法）制定の提案＞＞ 
 ＜国の責務、地方公共団体の責務、医師等の責務を明確化＞ 
 ＜関連施策との有機的連携と配慮の基に総合的に推進されることを基本理念とする＞ 
  ⇒妊娠・出産・子育てが地域社会の中で安心して行われ、次世代を生み出す健康な成人に育つことを保障する 
   ⇒現システムを有機的に連携させ、支援の薄い部分を補う施策の創設 

胎児期    新生児期    乳幼児期    学童期    思春期    成人期 

成育過程 
妊婦 

急速な少子高齢化 
⇒こどもの健全な育成を保障する社会的施策の立ち遅れ 
⇒産みにくく育てにくい家庭・職場・社会環境 
  （妊娠・出産や子育ての環境悪化がすすむ） 
  ・人間関係の希薄化 / 孤独感⇈ 
  ・低出生体重児１０％⇈ （先進国では特異現象） 
  ・群れて遊ぶ機会⇓ 
  ・相対的貧困率１５％⇈ 等々 
 

地域格差 
⇒保健・医療分野にも多大な影響 

 ・地域保健法  ・予防接種法     ・母子保健法  ・学校保健安全法  ・健康増進法 
 ・児童福祉法  ・児童虐待防止法  ・子ども・子育て支援法  ・次世代育成支援対策推進法 
 ・子ども・若者育成支援推進法 等々 

妊婦 

日本医師会周産期・乳幼児保健検討委員会答申ー成育基本法の制定にむけてー  
                                     平成２５年10月 
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